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（百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期第３四半期 1,275 73.2 338 619.2 338 675.7 231 721.7

2022年６月期第３四半期 736 － 47 － 43 － 28 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年６月期第３四半期 41.46 41.30

2022年６月期第３四半期 6.22 6.20

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年６月期第３四半期 2,309 1,883 81.3

2022年６月期 1,995 1,645 82.5

（参考）自己資本 2023年６月期第３四半期 1,877百万円 2022年６月期 1,645百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年６月期 － 0.00 －

2023年６月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,670 58.0 324 227.4 323 244.3 226 211.7 40.63

１．2023年６月期第３四半期の業績（2022年７月１日～2023年３月31日）

（注）１．当社は、2021年６月期第３四半期については四半期財務諸表を作成していないため、2022年６月期第３四半期

の対前年同四半期増減率については記載しておりません。

２．当社は、2021年12月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。2022年６月期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年６月期の業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年６月期３Ｑ 5,581,300株 2022年６月期 5,581,300株

②  期末自己株式数 2023年６月期３Ｑ 30株 2022年６月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年６月期３Ｑ 5,581,295株 2022年６月期３Ｑ 4,529,202株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2021年12月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等 

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響の下にありつつも、行動

制限等は徐々に緩和され、多くの業界において経済活動の再開による景気回復の兆しが見えつつある一方で、世界

的な原材料価格高騰や金融引き締めによる為替の変動といった様々なリスクが重なり、依然として先行きは不透明

な状況が続いております。そのような中、新型コロナウイルス感染拡大防止によるリモートワークの推進や各企業

のデジタルトランスフォーメーション（DX）の推進は、データ活用による業務効率化やAIアルゴリズム実装に対す

る需要を高めていると考えております。また、政府が人工知能（AI）など最先端技術を社会課題解決に生かす

「Society5.0」の一環として、DX推進を目的としたデジタル庁の創設などもあり、ビッグデータの活用やAIアルゴ

リズム技術等の社会実装を目指す機運がますます高まっております。そうした流れの中で、当社のデータインフォ

ームド事業が内包されるビッグデータアナリティクス（BDA）・テクノロジー市場、及びそれを含むAI市場は拡大し

続けております。この中でも特に関連の深い、国内ビジネスアナリティクス／AIサービス市場は、IT専門調査会社

IDC Japan株式会社によると、DX・データ駆動型ビジネスへの取り組み拡大によって部横断・企業全体でのデータ活

用支援に関わる案件が増加しており、2025年までの期間にわたり高成長が期待されると予測しております。その結

果、2020年～2025年のCAGR（Compound Average Growth Rate：年間平均成長率）は新型コロナウイルス感染症によ

る負の影響を受けながらも11.5％と二桁成長を遂げ、2025年の市場規模は1兆2,080億円になると予測されており、

同市場は高い成長ポテンシャルと大きな市場規模を有することが示されております。（出典：2021年10月27日IDC 

Japan 国内ビジネスアナリティクス／AIサービス市場予測、2020年～2025年）

　このような環境の下、当社は「あらゆる判断を、Data-Informed（データインフォームド）に。」をパーパスとし

て掲げ、業績拡大を目指しております。当社の掲げる「データインフォームド」は、データを用いて論理的に考え

合理的に判断することで、人間による意思決定の精度を高め、事業運営における再現性を高めることを狙いとして

おります。当社は、このような“人間が判断の主体となる”ことを前提にしたデータ活用を推進する「データイン

フォームド市場（DI市場）」をターゲット市場と定義し、クライアント企業のニーズに合わせてDIコンサルティン

グ・DIプラットフォーム・DIプロダクトの３つのサービス（総称：DIサービス）を柔軟に組み合わせて提供してお

ります。昨今の不安定な社会情勢や経済環境においては、データインフォームドに対するニーズは日々高まってお

ります。データインフォームドな判断をクライアント企業の各種業務に組み込むことで、業務における判断の精度

が向上し、経営課題解決及び競争力強化が実現されます。

　当第３四半期累計期間においても「データインフォームド」の思想に共感する多くのクライアント企業から価値

提供の機会を頂戴しました。特に、従前より取引のある大手クライアント企業において、既取引部門・取り組み中

の領域におけるDIサービスの利用継続・拡大（縦展開）及び、同社内の未取引部門・新規領域へのDIサービスの提

供（横展開）が順調に進展いたしました。それにより、各社におけるデータインフォームドの思想の浸透が進み、

多くの案件を受注するに至りました。また、並行して推進しております導入事例の他社への展開（新規顧客開拓）

も相まって、前年を上回る売上成長を達成いたしました。売上成長の実現にあたっては、①縦横展開を加速するた

めの、人材育成及びアセット活用の継続的な強化活動、②協業を核としたデータインフォームド思想の啓蒙活動及

び営業体制・デリバリー体制の強化、③DIプロダクトサービス「マイグル」の拡販及び機能強化、の３つの領域に

注力しました。①に関しては、前期に引き続き、プロジェクト推進で培った当社独自のノウハウをマニュアル、ツ

ール、プログラム等の形式でアセット化し、再利用性を高めております。また、当該ノウハウを基にした人材育成

に関しても、日々ブラッシュアップを重ね、効率性を高めております。加えて、2023年３月にBeyondge株式会社と

の業務提携を開始し、データサイエンティスト及びエンジニアの採用活動の円滑化及び強化に向けた取り組みも推

進しています。②に関しては、前期に発表したBIPROGY株式会社、株式会社電通コンサルティング、株式会社ベーシ

ックとの協業を中心に、人材の育成や交流、顧客紹介、プロジェクト推進体制の共同構築などを推進しておりま

す。③のDIプロダクトサービス「マイグル」は順調に拡大しておりますが、多くの引き合いをいただく中で見えて

きた様々なニーズに対応するべく、スマートフォンアプリ「LINE」から参加できる「LINEミニアプリ版」や、各ユ

ーザーに合ったコースを提案しスケジュールを作成する「AIプランナー」をリリースする等、機能強化のための継

続投資を実施してきました。また、複数のキャンペーンを高頻度に実施したいというクライアント企業のニーズに

応えた「サブスクリプションプラン」の提供も開始しています。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の経営成績につきましては、売上高は1,275,337千円（前年同四半期比73.2％

増）、営業利益は338,663千円（同619.2％増）、経常利益は338,127千円（同675.7％増）、四半期純利益は231,379千

円（同721.7％増）となりました。

　なお、当社はData-Informed事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産は2,189,609千円となり、前事業年度末に比べ305,949千円増加いたし
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売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 1,470 208 207 141 25.36

今回修正予想（Ｂ） 1,670 324 323 226 40.63

増減額（Ｂ－Ａ） 199 115 116 85 ―

増減率（　％　） 13.6 55.6 55.9 60.2 ―

（参考）前期実績

（2022年６月期）
1,057 99 94 72 15.20

ました。これは主に、現金及び預金が170,966千円、売掛金及び契約資産が127,064千円増加したこと等によるもの

であります。固定資産は120,196千円となり、前事業年度末に比べ7,998千円増加いたしました。これは投資その他

の資産が12,967千円増加し、有形固定資産が4,968千円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は2,309,805千円となり、前事業年度末に比べ313,947千円増加いたしました。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債は332,662千円となり、前事業年度末に比べ113,093千円増加いたしま

した。これは未払法人税等が65,811千円、その他流動負債が47,282千円増加したことによるものであります。固定

負債は93,265千円となり、前事業年度末に比べ37,328千円減少いたしました。これは主に長期借入金が37,503千円

減少したこと等によるものであります。

　この結果、負債合計は425,928千円となり、前事業年度末に比べ75,765千円増加いたしました。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は1,883,877千円となり、前事業年度末に比べ238,181千円増加いた

しました。これは主に四半期純利益の計上により利益剰余金が231,379千円増加したこと等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は81.3％（前事業年度末は82.5％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第３四半期累計期間において、かねてより推進しておりました「縦横展開」が奏功し、既存クライアント企業

を中心に当初想定を上回る案件機会を頂戴しました。加えて、当社が計画していた研究開発活動のうち一部が有償

案件となるなど、当社業績に対して追い風となる状況もありました。

　このような事業環境を背景とした当第３四半期累計期間の業績に加え、足元の案件動向を鑑みた結果、売上高が

当初想定を上回るとともに、各種費用の見直し等により、営業利益、経常利益、当期純利益いずれにつきまして

も、業績予想を上回る見込みとなったことから、2022年８月12日に公表いたしました通期業績予想を上方修正いた

します。

　なお、新型コロナウイルス感染症を取り巻く現在の状況を踏まえると、業績に与える影響は現時点ではございま

せんが、今後業績予想に修正の必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。

2023年６月期通期業績予想数値の修正（2022年７月１日～2023年６月30日）
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年６月30日）

当第３四半期会計期間
（2023年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,623,400 1,794,367

売掛金及び契約資産 249,718 376,782

その他 10,541 18,459

流動資産合計 1,883,660 2,189,609

固定資産

有形固定資産 56,922 51,954

投資その他の資産 55,275 68,242

固定資産合計 112,198 120,196

資産合計 1,995,858 2,309,805

負債の部

流動負債

１年内返済予定の長期借入金 50,004 50,004

未払法人税等 43,183 108,994

その他 126,381 173,664

流動負債合計 219,568 332,662

固定負債

長期借入金 95,821 58,318

資産除去債務 34,773 34,947

固定負債合計 130,594 93,265

負債合計 350,163 425,928

純資産の部

株主資本

資本金 285,924 285,924

資本剰余金 1,158,250 1,158,250

利益剰余金 201,520 432,900

自己株式 - △61

株主資本合計 1,645,695 1,877,013

新株予約権 - 6,863

純資産合計 1,645,695 1,883,877

負債純資産合計 1,995,858 2,309,805

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
（自　2021年７月１日

至　2022年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2022年７月１日

至　2023年３月31日）

売上高 736,389 1,275,337

売上原価 400,291 579,371

売上総利益 336,097 695,965

販売費及び一般管理費 289,011 357,302

営業利益 47,086 338,663

営業外収益

受取利息 11 15

雑収入 10 185

営業外収益合計 21 200

営業外費用

支払利息 916 646

株式交付費 2,600 -

新株予約権発行費 - 90

営業外費用合計 3,516 736

経常利益 43,591 338,127

特別利益

助成金収入 - 2,848

特別利益合計 - 2,848

税引前四半期純利益 43,591 340,976

法人税、住民税及び事業税 19,826 122,406

法人税等調整額 △4,392 △12,810

法人税等合計 15,434 109,596

四半期純利益 28,157 231,379

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（3）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（財務制限条項）

　当社は、2020年５月27日付で、株式会社りそな銀行との間で「金銭消費貸借契約」を締結しております。

　この契約には下記の財務制限条項が付されております。これに抵触した場合は、本契約上の全ての債務につい

て期限の利益を喪失する可能性があります。

(1)純資産維持

　各事業年度の決算期の末日における当社の純資産の部の金額を前年同期比75％以上に維持すること。

(2)利益維持

　各事業年度の決算期の末日における当社の損益計算書において、２期連続して営業損益、経常損益、当期最終

損益の全てをマイナスにしないこと。

　当該契約に基づく借入金残高は108,322千円であります。

（セグメント情報等）

　当社は、Data-Informed事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
（自　2022年７月１日

至　2023年３月31日）

一定期間にわたり移転される財又はサービス 1,275,337

顧客との契約から生じる収益 1,275,337

外部顧客への売上高 1,275,337

（収益認識関係）

　当社は、Data-Informed事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は以下のとお

りであります。
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